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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

編集委員会に入り早 1年半以上
が過ぎたところだが，ついに編集

後記の依頼が来てしまった．何かの手違いで回ってこない
のではないかと半ば期待していたのだが，そんなことはな
かった．このような作文は大の苦手である．思えば幼少期
のころから遠足やら体験学習やらの際に毎回書かされる感
想文には小一時間頭をひねって「おもしろかった」とか「た
のしかった」の一言しか書けなかったのをよく覚えている．
夏休みの読書感想文などはまさに地獄であった．見かねた
親に，近所の作文を教える塾に通わせてもらったが，苦手
意識を克服するには至らなかった．もっとも，ここで塾に
通っていなければこの編集後記でも「たのしかった」しか
書けなかったのではないかと思うと，親には感謝しかない．
正直に言えば，このような自由作文に限らず，研究者と

して大分問題ではあるが，論文における作文も苦手である．
図と表と数式だけで論文が書けたらどれだけ楽かと思う．
なぜ未だに“文章”という，文字を一列に並べていく形式
を論文に用いるのであろうか．この形式は論文を書く上で

非効率的であるように思う．例えば，4つの事象について
説明する場合，2事象間の関係性だけでも 6通り存在する
が，これをわかりやすく表現する方法として一列に並べる
形式が適切とは思えない．実際に論文で説明したい事象は
4つ以上のこともあり，関係性も 2事象間だけではなく評
価軸も複数あることを考えると，話はより複雑である．音
声による会話であれば，時間軸に対して音を順々に並べて
いくことになるので一列に並べる形式になるのはわかるし，
人類における意思疎通が音声からはじまっていることを考
えると，初期の書き言葉が“文章”になるのは理解できる．
しかし最初に文字が出現してから数千年が経っているわけ
だから，もう少し進化した形式が一般化していても良いの
ではないか．
とかなんとか書いてきたが，新しい表記形式を作って普
及させるのは難しいだろうし，実際にこれをやろうと思っ
たら更に多くの作文が必要となるのだろう．どちらにせよ
作文の必要性が直ちになくなることはないので自己研鑽に
努めたいと思う．� （中村友祐）




